
福岡市役所 出前講座

『福岡市の防災・減災』
～覚えておこう災害への対応～

福岡マンション管理基礎セミナー

「マンションにおける防災・減災」

令和５年２月１１日 福岡市市民局 地域防災課



本日の内容

１ 基本の防災対策(災害から身を守る３つのポイント)
① 自宅や地域の災害危険を知る
② 防災情報(気象情報・避難情報)を入手し、早めに
行動する

③ 事前の備え(家具等の固定や食料等を備蓄する)

２ マンションにおける防災・減災について



中央市民センター付近図

①自宅や地域の災害危険を知る！



事前にハザードマップで確認しておく

① 福岡市ハザードマップ (紙ベース)
(洪水、高潮、内水【博多駅周辺地区】)

② 福岡市ホームページ（パソコン・スマホ ）
防災情報 ⇒福岡市総合ハザードマップ (Webマップ)
(洪水、高潮、内水、土砂災害、地震、津波 )

③ 福岡県ホームページ
総合防災情報（土砂災害警戒区域等マップ）

④ 国土交通省ハザードマップポータルサイト
わがまちハザードマップ、重ねるハザードマップ

①自宅や地域の災害危険を知る！



【福岡市総合ハザードマップ】

パソコン・スマホで、自宅や学校など選んだ場所の
災害リスクが確認できます。

パソコンの
大きな画面で確認！

スマホで
現在地の
災害リスクを
確認！

いざというときのために、近くの避難所も確認しておき
ましょう。

スマホで
現在地の
災害リスクを
確認！

パソコンの
大きな画面で確認！





「福岡市Ｗｅｂまっぷ」を活用して、地震や風水害など、身の回りにある
各種災害リスクを、ＷＥＢ上で一元的に確認できる「総合ハザードマッ
プ」の提供を開始 （平成３１年３月）

６種類の災害種別



総合ハザードマップ

災害種別 色分け

洪水浸水 水色～紫

土砂災害
イエローゾーン
レッドゾーン

高潮 黄色～オレンジ

地震 ピンク～赤

津波 緑～ピンク



洪水ハザードマップ

想定最大規模降雨 那珂川

那珂川の雨量
２４時間雨量：９６１㎜

洪水による浸水深：
0.5m～1.0m未満

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇　想定最大規模降雨
　　  過去の気象観測データから導きだしたもので，発生頻度は低い （１年に発生する確率が１/１０００）が，一旦発生すると，被害が極めて甚大になる恐れがある大雨のことで，河川毎に異なる。  （那珂川　24時間雨量　961ｍｍ）

　★　浸水想定規模 （範囲 ・ 浸水深が拡大）
　★　家屋倒壊等氾濫想定区域の公表 （河岸浸食 ・ 氾濫流）
　★　浸水継続時間  （12時間 ～ 1週間）
　★  浸水想定区域内の避難所が増加

〇　計画規模降雨　（従前）
　　  河川の大きさや想定される被害の大きさを考慮して河川毎に定める。 （１年に発生する確率が１/30～1/100）
        （那珂川　12時間雨量　328ｍｍ）




福岡市内
２５％浸水

高潮ハザードマップ

高潮による浸水深：
1.0m～3.0m未満

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
深いところで３m以上の浸水深



土砂災害ハザードマップ



警固断層 南東部 Ｍ7.2

警固断層帯

警固断層 北西部

天神地区～６強以上

揺れやすさマップ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
警固断層帯から近い所で1.5ｋｍ



災害が予想される場合、
積極的に防災情報を入手する

① マスコミ(テレビ、ラジオ)、インターネットニュース

② 福岡市防災メール等(各種防災アプリ)

③ 福岡市防災気象情報 （福岡市ホームページ）

④ 気象庁防災情報【キキクル （洪水・浸水・土砂）】

⑤ 福岡県総合防災情報 （土砂災害警戒情報）

② 防災情報(気象情報・避難情報)を知る



テレビ・ラジオ

福岡市防災アプリ
福岡市公式

LINEアカウント福岡市防災メール

防災情報をキャッチしよう

データ放送

dボタン

日頃から防災情報を入手するための備えをお願いします！



福岡市防災気象情報



福岡市防災気象情報

増水事例： 令和2年7月7日



雨雲 ・ 浸水 ・ 洪水 ・ 土砂

キキクル

気象庁ホームページ



キキクル

雨雲

土砂

浸水

洪水

令和３年７月８日 キキクル（広島市）

気象庁ホームページ



警戒レベル
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避難指示

緊急安全確保

心構えを高める
気象庁発表

避難行動の確認
気象庁発表

避難に時間を
要する人は避難開始
（福岡市が発令）

安全な場所へ避難
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避難情報(警戒レベル)
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緊急安全確保

氾濫危険
情報等

大雨洪水
警報等



20

３つの条件

① 家屋倒壊等氾濫想定区
域に入っていない

② 浸水深より居室が高い

③ 水がひくまでの間、水・
食料等の備えがある

小中学校や公民館に行くことだ
けが避難ではありません。
「避難」とは「難」を「避」けること
。左の４つの行動があります。

避難とは

早めの避難と分散避難！



避難行動のフローチャート

自宅が浸水想定
区域にある（色が
塗られている）

浸水する深さより
も高い場所に住ん
でいる。または移
動できる

避難できる親戚や知人宅
またはホテルや旅館などが
ある

自宅のテレビなど
で最新情報を収
集

浸水の恐れのない上
層階で在宅避難また
は垂直避難

※ 家屋倒壊の恐れがあ
る場合は立ち退き避難

親戚・知人
宅などへ避
難

指定避難所
へ避難

はい

はいはいいいえ

いいえ

いいえ

在宅避難・垂直避難

分散避難

ホテルや旅
館などへ避
難

立ち退き避難



福岡市の指定避難所・避難場所

指
定
避
難
所

一時避難所
災害の規模が小さい場合
避難者が少ない場合
（５０人）

公民館，会館
市民センター・市立体育館 など １９４

収容避難所

災害の規模が大きい場合
避難者が多い場合
一時避難所が使用できない場合
（１００名以上）

小・中学校，高等学校の体育館
民間施設 など

２５９

（福祉避難所）

避難所では生活が困難な
要配慮者が移送される
（二次避難）

特別支援学校，老人福祉施設，障がい者
支援施設

※小・中学校等の各教室を「福祉避難室」として
使用する場合あり

109

指
定
緊
急
避
難
場
所

地区避難場所
地震や火災などの危険から
一時的に身を寄せる場所

屋内
公民館・小学校などの屋内施設

屋外
小・中学校グランド，公園などの屋外施設

４０７

３７９

広域避難場所
大地震や大火災，爆破など
の広域にわたる危険から
一時的に身を寄せる場所

大規模な公園などの屋外施設 ２６

震度５強で開設

震度６弱で開設



指定避難所一覧

福岡市ホームページ ： 防災情報 ： 避難に関すること

一時避難所 ：公民館 ・ 学校など

凡例
（災害種別毎の指定）

〇 ： 使用可
② ： ２階以上使用可
× ： 使用不可



H30年 西日本豪雨
倉敷市 避難所

H７年 阪神淡路大震災

R2年7月 人吉市
コロナ対策

H16年 新潟中越地震

避難所の事例





集団避難生活の問題点

◇ プライバシー 子供の泣き声～いびき
（仕切り ・ 更衣室 ・ 授乳室がない）

◇ 感染症 （新型コロナ・風邪 ・ ノロウイルス等）

◇ トイレの順番待ち～ストレス
ストレス（震災関連死）
体調が悪化、精神的ストレス、エコノミークラス症候群
肺炎 ・ くも膜下出血 ・ 心疾患 ・ 自殺

◇ 運営リーダーは多くが男性、女性の声が届かない現状

◇ 炊き出しや介護などケア労働が女性に集中 ～ 負担増

◇ 暴力や性犯罪の増加 ～安全対策 ・ 相談窓口

◇ 高齢者・障がい者は移動等に支障があり、避難所生活が困難

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj1zfK1lcLWAhVIabwKHbjDBv0QjRwIBw&url=http://www.bousai.pref.okayama.jp/bousai/note/show/?id%3D4&psig=AFQjCNHaiU4OMsiE_f6F503aNYRyPyjOuw&ust=1506491789857368


ペットの避難

東日本大震災以降、環境省が 「ペットの同行避難」を推奨

ペットに対する備えは、飼い主の責任！

動物の毛へのアレルギーや動物が苦手な人にも配慮！

① 災害時におけるペットの避難
同じ避難所内のスペースで一緒に避難

生活を送ることを意味するものではない。
屋根のある屋外やケージで管理するなど

ルールを決める。

② 盲導犬など
障がい者が同伴する盲導犬・介助犬・聴

導犬はペットとは捉えず、避難所の一角や
別室を確保するなどの配慮が必要。

九州北部豪雨災害(朝倉)



１ 家の中の安全対策

③ 事 前 の 備 え



常時携行品 非常持出品 備蓄品

外出先でした場合
役立つグッズ

持ち歩くバッグに入
れて，常に携行

避難の際に緊急的
に持ち出す物

リュックサックなどに入
れ，玄関などの持ち出

しやすい場所

数日を乗り切るた
めの食料など

運びやすい収納ケース
などに入れてキッチン

や押し入れに

③ 事 前 の 備 え

２ 備蓄品等の準備



非常持出品

非常持出品
の例

半年に１回程度の割合で中身を点検！

賞味期限，医薬品の使用期限，電池切れの確認！

家族構成や健康状態で必要な物や量が変わる！

貴重品

情報グッズ

避難グッズ

飲料水
非常食

生活用品

救急・衛生用品



備 蓄 品

備蓄品の例

３日分以上の食料と水を備えよう！

災害発生後７２時間は救助・救援活動が優先！

行政機関自身も被災して支援が遅れるおそれ！

発災直後は物資の支援が届きにくいことを理解！

食料

飲料水

燃料

衣類

工具



フリーズドライ

缶詰め

レトルト食品

【避難生活を経験した方が重宝した物品】

水 簡易トイレ 充電式などのラジオ
カセットコンロ
ガスボンベ

ビニール袋 懐中電灯 常備薬 乾電池 食品用ラップ

災害救助用毛布 (圧縮）



マンションにおける防災・減災



熊本地震 県内のマンション被災状況
(一般社団法人マンション管理業協会の調査結果H28.4.28)

無
し

災害時におけるマンションの特徴

1981(昭和56)年６月以降に建築確認を受けたマンションは、「新耐震
基準」に適合しているため地震に強いということができます。しかし、主
要構造部に被害はないとしても、生活するために必要な設備がすべて
無傷とは限りません。また、地震だけではなく水害にも備える必要もあり
ます。

マンションの強み
耐震性に優れている
耐火性に優れている

大地震でも比較的安全
風水害にも強い！



マンション特有の被害

① 上層階での大きな揺れ
一般的に、１階が震度６弱なら１５階は震度６強というように、上層階ほ

ど地震による揺れは強くなり、被害が大きくなる可能性がある。

揺れに関する構造の違い

耐震構造

柱・梁・壁で抵抗

制震構造

ダンパー制震装置
揺れを収める

免震構造
地面と建物の間にゴムなど
の免振装置。激しい動きを
ゆっくりとした動きに変える



キャビネットの転倒室内の状況

１１階以上

家具の転倒 ・落下・ 移動状況
東日本大震災 ・ 東京の高層マンション

４７％

６～１０階 ３２％

３～５階 ２３％

１～２階 １６％



長周期地震動 令和５年２月１日から緊急地震速報の発表基準に追加



マンション特有の被害
② 停電の影響

停電すると、エレベーターやオートロック機能のような生活に欠かせない

設備が使用できなくなる。また、給水を電動ポンプで行っている場合は

断水する。

◎地震時管制運転装置 あり （2009年以降設置）

○ 最寄階に自動停止・着床後、自動的に扉が開く

◎地震時管制運転装置 なし
○ 全ての行先階ボタンを押し、着床して扉が開いたら

速やかに降りる！

※閉じ込められたら

○ 無理に扉や天井を開けようとするのは危険！

○ 非常ボタンやインターホンを押して外部へ通報、救助を待つ！

※ 余震の危険～再度乗り込まない！

※ 運転休止後は、専門技術者の点検後に平常運転再開！

地震時のエレベーター使用は？



エレベ－ター内
非常ＢＯＸ 水・飴・便袋・ライト

エレベーターの閉じ込め事故対策



直接増圧式給水（水道直結方式） 貯水槽式給水（ポンプ直送方式） 貯水槽式給水（高置水槽方式）

マンション特有の被害
③ 給排水設備の破損

地震によって、建物内部を通る配管や受水槽が破損すると、断水したり、

排水できなくなったりして、マンション内で生活を続けることが困難になる。

断水時の給水は？



停電時の給水方法について

直接増圧式給水 貯水槽式給水

電動ポンプ

電動ポンプ

非常用水栓 （じゃ口）

貯水槽

直結直圧式建物

非常用水栓（じゃ口）がある場合には、給水が可能です。
いざという時のために確認しておきましょう。



下水の排水管は
どうなる？

・下の階から水を流す
・最上階まで確認
・汚水ますの確認

公共ます

下水管

マンホール

トイレ
台所
浴槽

接続ます
詰まり

逆流

地震時の下水の排水管は？

排水管

マンションのトイレや台所の
流し、浴槽は、一本の排水管
でつながっています。

排水管が破損して詰まると
、１階など下層階で汚水が逆
流することがあります。

排水管の損傷確認ができる
までは、トイレ等の水は流さ
ないようにしましょう。



仮設トイレ マンホールトイレ

燃えるごみとして処分

災害時のトイレ

凝固剤

簡易トイレ(便袋)



マンション特有の被害

④ 共用部分の破損
激しい揺れがあると、玄関ドア枠の変形、窓ガラスの破損が発生する。

また、共有廊下やバルコニーの壁体等が崩落することがある。



蹴破り戸

バルコニーは基本的に避難通路
そのため避難に支障をきたすよ
うな物置等は置かない！
非常の際はここを破って隣戸に
避難する。

避難はしご

下層階に避難する場合に利用
する。
カバーの間に折り畳みのはし
ごが格納されている。

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjUvNjTs4XVAhUDFJQKHThbCKwQjRwIBw&url=http%3A%2F%2Fwww.csk-s.co.jp%2Fnews%2Fsp%2Fpost-24.html&psig=AFQjCNHRLIVJkwRhTyVVfGXaiHiXXve_3g&ust=1500005923195426


マンション特有の被害

⑤ 風水害等による被害
マンションであっても低層階の住戸は浸水する可能性がある。また、地下

浸水が発生した場合、人的・物的被害が大きくなる。



マンション等の浸水対策

水で膨らむ土のう袋

改良型止水板止水板

積み土のう



マンションの防災形態

単一の自治会・町内会



マンション防災の心得

できることから始めよう！
◎ 低層型・中高層型 ・タワー型
◎ 管理委託 ・自主管理
◎ 年齢構成・入居者数・建築年次

特性に応じた
取り組み

一人ひとりが防災の主役です！
◎ 安否確認・避難支援
◎ 安全点検 ・情報収集 ・伝達 （災害は時を選ばない）

◎ 様々な知識や技能を持った方の活用 （適所での活動）

みんなで防災を考える！
◎ 隣人の支え合いが非常事態を乗り切る
◎ 挨拶を交わし、さりげない気配り
◎ イベントも共助を高める活動 （イベントと防災訓練）



災害対策本部を立ち上げよう！

人的・物的被害の情報集約化、関係先への連絡や災害対応の意思
決定を行う役割を担う。 平時と有事にできることを話あっておこう！

① 本部は分かりやすい場所に！ （集会所・管理人室・共有部）
② 不在に備えよう！
③ 個人情報保護のルールを守ろう！

本部長

救護班避難誘導 物資班 情報班消火班

副本部長



災害対策本部 チェックシート

マンション防災・減災マニュアル



安否確認 チェックシート

要支援者：避難誘導 チェックシート

◎在宅避難も選択肢
◎自治協議会と連携
◎避難方法の検討

◎誰でも安否確認
◎部屋には身動き

が取れない方が
いる？



安否確認シート例

応援お願いします！

〇〇〇自治会

救助・救護が必要

〇〇〇自治会

安否確認不要

家族全員無事なので、

です。

マグネット式
シート

・ 事前に安全確認シートを配布

・ 災害時、玄関にシートを貼る

・ 貼られてない場合は安否確認

なため、



建物、敷地内、設備の安全点検

〇身近な専門家を把握しておく

〇資機材は優先順位の高いものから
揃える

建物点検
亀裂・崩落・剥離



在宅避難を考えておこう！
〇 避難所は、自宅が全壊・半壊するなど自宅での

生活が困難な方たちのために開設されます。

〇 自宅建物に倒壊などの危険がなく住める状態

であれば、「在宅避難」を検討しよう。

〇 避難者があふれて避難所に入れない？

〇 避難所の生活環境は快適なものではなく、

ストレスを抱え、体調を崩したりする心配がある。

軒先避難 （テント） ・ 車中泊



在宅避難の事前準備

【 １週間分の食料・飲料水の確保】

ライフラインが停止して外部からの支援にも時間

がかかることを想定すると１週間分の食料・飲料水
、カセットコンロ、簡易トイレの備えが必要。

【家具の固定などで室内の安全確保 】

大型家具・家電の転倒・落下、ガラスの飛散など

を防止しておく。室内の安全が確保されてこそ、安
心して自宅に居続けれます。

【近所との助け合い 】

同じ町内に住んでいる人など，たくさんの近隣
住民と顔見知りになりましょう。日頃から交流し
災害時には助け合いましょう。



在宅避難者も支援対象

〇 避難所は避難者を受け入れるとともに、被災した

地域全体を支援する拠点としての役割も担います。

〇 在宅避難者も支援の対象、生活物資や炊き出し

などをはじめとする様々な支援が提供されます。

● 安否確認

● 生活物資 ・食料支援

● トイレの提供

● 情報発信

● ボランティアニーズの把握

福岡市地域防災計画



マンション防災のポイント

在宅避難のすすめ！（室内の安全対策と備蓄）

自主防災組織づくりのすすめ！

互いに助け合える関係づくりを進めましょう！

ライフラインが止まることを想定した対策！

マンションでの災害被害の特徴を知る！



おわりに
日頃から
① 災害を自分事として考える！(事前の備え)

ハザードマップ等で住んでいる所の災害危険を調べる。

家具の固定や食料等の備蓄をする。

災害が起こったら
③ 自助・共助で助け合い！

自分の命は自分で守る ⇒自分の家族は自分で守る
⇒自分達の地域は自分達で守る

災害が起こりそうになったら
② 災害モードのスイッチを入れる！

テレビやインターネット等で防災情報を積極的に入手する。
早め早めの行動・避難(避難スイッチON)



アンケートのお願い
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